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明けましておめでとうございます。

一般社団法人　マンション大規模修繕協議会福岡支部

坂井隆弘です。本年もよろしくお願いいたします。

また、昨年末に開催致しましたセミナーにおきましては
１１０名のご参加を賜わり誠にありがとうございました。
次回以降のセミナーも今回以上に有益な情報をご提供
できるよう邁進してまいります。
さて前回は『責任施工方式』のメリット・デメリットをお伝え
いたしました。今回は、『設計監理方式』についてお話し
したいと思います。

『設計監理方式』
・管理組合が設計事務所と契約をし、設計事務所が修繕設計及び工事監理を行う方式

※メリット※
・建築のプロに仕様を選択してもらい、組合員の代わりに工事の監理をすることにより仕様通りの
 工事を行うことができる

※デメリット※
・現状では改修工事に不慣れな設計事務所が大多数あり、工事業者にお任せで意味をなさない
 事務所がある（なんちゃってコンサル）
・受注をしたいために設計事務所が安価で受注し、工事業者からバックマージンを取る業者が
 いると都心部で話題になっている（不適切コンサル）
・工事の途中で設計士がいなくなり（死亡・倒産等）工事が止まってしまうことがある（無責任コンサル）

１０数年前より国土交通省が、大規模修繕工事を失敗しないために『設計監理方式』を推奨しました。
以前に比べると悪質な手抜き工事等は激減しましたが、新たな問題も発生してきました。

これは、『設計監理方式』という制度が悪いというよりは設計事務所の『質』に違いがありすぎる
と思います。

設計事務所の選定は難しいですが、協議会には『設計事務所選定マニュアル』等準備しております。
お気軽にご相談ください。

次回は『管理会社主導方式』についてお話しいたします。


